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アンケート項目

3. 個人被ばく線量について

①個人被ばく線量記録の管理（結果の評価）を行っている部署

②放射線業務従事者の人数

③個人被ばく線量記録のデータ管理

④放射線業務従事者の対応

⑤一時的に管理区域に立ち入る者の管理手法

⑥取り組み（自由記載）



69施設から回答 （N＝69）

業態種別 病床数
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1．集計数

（n=69） （n=69）

ａ．一般, 58

ｂ．療養・

回復期, 6

ｃ．その他, 

5

ａ．100床

未満, 10

ｂ．100～

200床未満, 

20ｃ．200～

500床未満, 

25

ｄ．500床

以上, 14



ａ．5人以

下, 15

ｂ．6人～

15人以下, 

30

ｃ．16人～

25人以下, 

10

ｄ．26人以

上, 14

69施設から回答 （N＝69）

技師数 画像診断医師数（常勤）
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2．集計数

（n=69） （n=69）

ａ．なし, 29

ｂ．1人～2

人以下, 29

ｃ．3人以

上, 11
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3-① 個人被ばく線量記録の管理（結果の評価）を行っている部署

ａ．放射線科, 63

91%

ｂ．事務部, 3

4%

ｃ．関係する部署（健康管理

等）, 1…

ｄ．委員会, 2

3%

（n=69）
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3-② 放射線業務従事者の人数
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（n=66）

平均 ： 71人

中央値 ： 36人
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3-③ 個人被ばく線量記録のデータ管理

その他

・紙 Excel メーカー電子データ

・紙とメーカー電子データ（参照可能）にて管理

ａ．紙で管理, 35

51%

ｂ．Excel等へ手入力管理,9

13%

ｃ．メーカーからの電

子データ管理, 23

33%

その他, 2 3%

（n=69）



ａ．本人が持参, 36

53%

ｂ．こちらから施設へ

問い合わせ, 6

9%

ｃ．対応していない, 

26
38%
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3-④ 放射線業務従事者の対応（入職時）

（n=69）
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3-④ 放射線業務従事者の対応（線量データの引継ぎ）

ａ．在職時のデータを

渡す, 16

23%

ｂ．本人から要請があった時の

み, 42

61%

ｃ．対応していない, 

11
16%

（n=69）
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3-⑤ 一時的に管理区域に立ち入る者の管理手法

その他

・OSL線量計

・ＲＩ治療設備なし

・核医学検査室では名簿に記載していただいている

・近日中にポケット線量計の導入

・立ち入らせない

（n=69）

ａ．ガラスバッジ, 7, 

10%

ｂ．ポケット線量計, 

47
68%

ｃ．管理していない, 

10
15%

その他, 5

7%
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3-⑥ 個人被ばく線量を管理していく上で、効率化したい事、または取り組んでいる具体例

⚫水晶体被ばく管理

⚫ガラスバッジメーカーでソフト管理できることが分かったので、今後ソフト管理し

ていく予定。

⚫データで保存したい

⚫各個人が自身の線量を簡単に確認できるシステムが欲しい。

⚫線量データの引継ぎに関し、入退職管理を行なっている人事課と情報の連携を

組み、取り組んでいる。

⚫前職の被ばくデータが簡単に取得できるようになってほしい

⚫退職・配置転換等による線量計の停止・新規登録作業、従事者への結果通知

などの作業の効率化

⚫被ばく線量の低い人は、ガラスバッチの使用を中止したい

⚫被ばく線量記録の電子データ管理の導入

⚫毎月の統計だけなので事務方で管理してほしい
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まとめ

・個人の被ばく管理はほぼ放射線科での対応（業務）

該当者も多い（平均71人、中央値36人）

・管理方法は紙ベースが多い

・管理方法ではメーカからのデータ提供による管理方法に移行傾向

・入退職時の個人被ばく線量情報授受は自主的対応が多い

・一時立ち入り時の管理は２割程度の施設で未実施
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考察

多くの施設で個人被ばく管理は放射線科の業務となっていた。

該当職員の年２回の電離放射線健康診断時の被ばく線量記載

や提供も含まれると思われる。その為、業者より紙ベースで提

供されていた被ばく線量を電子データ提供に切り替え効率的に

管理する施設が増えているものと思われた。

一時立ち入りや入退職時の個人被ばく線量の引継ぎも含め

データの一元管理が必要であり、各施設で効率的に集計、管

理し業務の負担にならないようにする体制構築が必要と考えら

れた。また、全国的に電子データでの管理が理想と考えられた。
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当院の被ばく管理1

・医療放射線管理委員会

医療安全委員会の傘下で運営（研修、報告等）

・被ばく線量管理

一時立ち入り者の名簿管理

半年に一度の個人被ばく線量報告（医療安全員会）

電離放射線健康診断時の被ばく線量記載（安全衛生委員会）
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当院の被ばく管理2


